
　

空
き
家
等
の
適
正
な
管
理

に
必
要
な
事
項
を
定
め
、
空

き
家
等
が
管
理
不
全
状
態
と

な
る
こ
と
の
防
止
を
図
り
、

町
民
の
安
全
で
安
心
な
暮
ら

し
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
に
制
定
さ
れ
る
も
の
。

問

芝
原
の
途
中
に
あ
る
朽

ち
果
て
た
建
物
は
該
当
す
る

の
か
。

答

持
ち
主
も
特
定
で
き
て

い
ま
す
が
、
こ
の
条
例
の
適

用
範
囲
外
と
考
え
て
い
る
。

「
人
の
生
命
若
し
く
は
身
体

又
は
財
産
に
被
害
を
及
ぼ
す

状
態
」
と
は
言
え
な
い
た
め
。

問

建
物
か
ら
ト
タ
ン
等
が

と
い
う
こ
と
。

問

樹
木
や
電
柱
等
も
対
象

に
な
る
か
。

答

危
害
を
及
ぼ
す
よ
う
な

場
合
は
対
象
と
し
て
扱
わ
れ

る
。

問

議
会
に
相
談
す
る
こ
と

な
く
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
の
実
施
後
に
、
委
員
会
に

報
告
す
る
の
は
議
会
軽
視
と

言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

答

議
会
軽
視
を
し
て
い
る

と
は
思
っ
て
い
な
い
。
認
識

の
相
違
か
ら
疑
念
を
持
た
れ

た
こ
と
は
お
詫
び
を
す
る
。

問

条
例
の
目
的
と
し
て
、

美
し
い
雪
国
の
風
景
は
湯
沢

の
財
産
で
あ
る
。
そ
の
風
景

を
損
な
う
も
の
は
取
り
除
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

答

景
観
も
含
め
湯
沢
の
特

製
が
生
か
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
に
つ
い
て
は
、
要
望
と
受

け
止
め
る
。
不
備
が
あ
れ
ば

そ
の
都
度
変
更
し
て
い
く
。

開
会
中
の
常
任
委
員
会 

審
査
報
告

総
務
文
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⃝

12
月
19
日�
委
員
長　

今

村

定

一

国
道
に
飛
ん
で
く
る
状
態
で

あ
り
、
景
観
的
に
も
何
ら
か

の
処
置
を
す
る
べ
き
と
考
え

る
。

答

承
知
し
て
い
る
。
国
土

交
通
省
に
も
働
き
を
か
け
て

対
応
を
考
え
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
以
上
に
対
応
し
て
い
く
。

問

「
管
理
不
全
な
状
態
」

と
い
わ
れ
る
物
件
は
何
戸
く

ら
い
把
握
し
て
い
る
か
。

答

７
件
く
ら
い
と
認
識
し

て
い
る
。

問

第
５
条
に
自
治
組
織
と

の
協
議
と
あ
る
の
は
町
内
会

の
意
味
か
。

答

危
険
な
状
態
に
な
る
前

の
状
況
を
知
ら
せ
て
ほ
し
い

議
案
第
67
号

　

�

湯
沢
町
空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
�
�
�
（
賛
成
全
員
）
可
決

議
案
第
68
号

　

�

湯
沢
町
学
齢
児
童
生
徒
の
就
学
援
助
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　
　

�
�
�
�
�
�
�
�
（
賛
成
全
員
）
可
決

議
案
第
69
号

　

�

湯
沢
町
奨
学
金
貸
与
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
�
（
賛
成
全
員
）
可
決

請
願
第
４
号

　

�　

免
税
軽
油
制
度
の
継
続
を
求
め
る
請
願

　
　
　

�
�
�
�
�
�
�
�
（
賛
成
全
員
）
可
決

⃝

請
願
者

　

�

北
陸
信
越
索
道
協
会
上
越

地
区
部
会　

部
会
長

�

　

峠　

重
幸

　

ス
キ
ー
産
業
は
冬
季
観
光

の
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

き
て
お
り
、
免
税
軽
油
制
度

も
平
成
27
年
３
月
末
で
終
了

す
る
状
況
で
あ
る
の
で
、
ス

キ
ー
場
の
経
営
維
持
の
た
め

に
免
税
軽
油
制
度
の
継
続
を

求
め
る
も
の
。

　

町
の
奨
学
金
を
受
け
る
場

合
は
他
の
奨
学
金
を
借
り
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ

れ
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し

た
改
正
。

・ 

高
等
学
校
・
専
修
学
校

（
高
校
）
ま
た
は
同
等
の

養
成
所
在
学
者
�
現
行
月

額
２
万
円
以
内
を
４
万
円

以
内
と
す
る
。

・ 

大
学
院
・
大
学
・
短
期
大

学
・
専
修
学
校
（
大
学
）・

工
業
高
等
専
門
学
校
在
学

者
�
現
行
月
額
５
万
円
以

内
を
10
万
円
以
内
と
す
る
。

　

湯
沢
学
園
開
校
に
向
け
て

の
遠
距
離
通
学
の
範
囲
の
改

正
。

・ 

小
学
校
現
行
４
㌔
以
上
か

ら
を
2.5
㌔
以
上
に
。

・ 

中
学
校
現
行
５
㌔
か
ら
を

４
㌔
以
上
に
。

・ 

冬
期
間
積
雪
等
の
た
め
通

学
困
難
な
児
童
・
生
徒
の

保
護
者

・ 
特
別
の
事
情
が
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
児
童
・
生
徒
の

保
護
者

問

湯
元
町
内
は
4
㌔
以
上

か
。

答

湯
元
は
範
囲
に
入
る
。

他
は
松
川
・
滝
の
又
・
堀
切

等
が
該
当
。

ゲレンデ圧雪車
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